
　

二
一
世
紀
の
幕
開
け
で
あ
る
。
ま
ず
は
西
暦
二
〇
〇
一

年
の
新
年
を
皆
様
と
と
も
に
お
喜
び
し
た
い
。

　

当
総
研
も
昨
年
創
立
一
〇
周
年
を
迎
え
た
。
本
年
か
ら

ま
た
役
職
員
一
同
気
持
を
新
た
に
し
て
調
査
、
研
究
、
情

報
の
提
供
に
努
め
る
所
存
で
あ
り
、
引
続
き
ご
指
導
、
ご

支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
た
い
。

　

二
一
世
紀
は
人
類
に
と
っ
て
果
た
し
て
ど
う
い
う
世
紀

に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
学
者
、
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
等
の
皆

さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
に
新
し
い
世
紀
を
展
望
し
て
い
る
が
、

と
に
も
か
く
に
も
激
動
の
二
〇
世
紀
を
経
験
、
学
習
し
た

人
類
の
知
恵
で
新
た
な
発
展
と
平
等
で
よ
り
豊
か
な
社
会

が
形
成
さ
れ
る
こ
と
を
大
い
に
期
待
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
新
し
い
世
紀

を
迎
え
て
、
わ
れ
わ
れ

農
漁
協
組
織
を
取
巻
く

情
勢
は
ど
う
な
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
ふ
ま
え
て

お
く
べ
き
大
き
な
流
れ
と
し
て
三
点
を
あ
げ
て
み
た
い
。

　

第
一
点
は
日
本
の
経
済
社
会
が
益
々
「
市
場
原
理
重
視

の
競
争
型
社
会
」
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
企
業
の
評
価
は

市
場
が
行
な
い
、
市
場� �
買
い
手� �
に
と
っ
て
価
値
あ
る
も

の
を
供
給
す
る
も
の
の
み
が
生
き
残
る
優
勝
劣
敗
の
世
界

で
あ
る
。
優
れ
た
経
済
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
に
し
て
も
公
平
、

公
正
な
市
場
と
し
て
の
ル
ー
ル
、
社
会
政
策
の
整
備
が
必

要
で
あ
ろ
う
し
、
一
方
協
同
組
合
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の

存
在
価
値
が
一
段
と
高
ま
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。
し
か

し
我
々
は
、
よ
ほ
ど
し
っ
か
り
し
た
事
業
運
営
と
強
い
体

質
で
市
場
に
対
応
し
な
け
れ
ば
ま
さ
に
劣
敗
組
と
な
っ
て

し
ま
う
で
あ
ろ
う
。

　

第
二
点
は
「
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
が
一
段
と
進
む

こ
と
で
あ
る
。
地
球
規
模
で
の
企
業
活
動
や
大
規
模
資
金

移
動
は
経
済
構
造
の
変
化
や
激
し
い
変
動
を
も
た
ら
し
、

農
林
漁
業
や
系
統
経
済
事
業
、
信
用
事
業
に
も
大
き
な
影

響
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
。

　

第
三
点
は
「
情
報
技
術
革
新
（
い
わ
ゆ
る
Ｉ
Ｔ
革
命
）

の
進
展
で
あ
る
。
情
報
処
理
能
力
の
飛
躍
的
向
上
と
情
報

コ
ス
ト
の
大
幅
低
下
の
中
で
、
各
面
に
わ
た
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
、
ネ
ッ
ト
取
引
の
拡
大
、
経
営
シ
ス
テ
ム
の
革

新
等
が
進
展
し
今
後
の
産
業
構
造
、
生
活
様
式
が
大
き
く

変
わ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

農
漁
協
組
織
に
と
っ
て
も
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
、

農
林
水
産
物
の
ネ
ッ
ト
取
引
シ
ス
テ
ム
、
Ｉ
Ｔ
活
用
に
よ

る
新
た
な
金
融
シ
ス
テ

ム
の
構
築
等
今
後
の
事

業
運
営
に
Ｉ
Ｔ
を
積
極

的
に
活
用
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

　

そ
の
ほ
か
の
社
会
情
勢
と
し
て
、
今
後
益
々
「
少
子
高

齢
化
」
は
進
む
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
「
地
方
分
権
」
の
進

展
に
よ
り
市
町
村
の
役
割
が
増
加
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し

て
、
何
と
云
っ
て
も
す
で
に
「
人
々
の
価
値
観
の
変
化
」

が
始
ま
っ
て
お
り
我
々
は
ゆ
と
り
、
や
す
ら
ぎ
の
重
視
、

環
境
保
全
へ
の
関
心
の
高
ま
り
、
安
心
・
安
全
な
食
料
へ

の
強
い
ニ
ー
ズ
等
を
前
広
に
受
止
め
こ
れ
に
積
極
的
に
対

応
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

新
し
い
世
紀
に
、
我
々
は
そ
の
存
在
価
値
が
一
段
と
評

価
さ
れ
、
さ
ら
な
る
飛
躍
を
果
た
す
べ
く
、
気
持
ち
を
一

つ
に
し
て
、
新
た
な
気
概
を
持
っ
て
臨
み
た
い
も
の
で
あ

る
。

（
農
中
総
研
社
長　

栗
林　

直
幸
）
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今月のテーマ：２１世紀の農業金融
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内
訳
で
は
農
林
公
庫
資
金
（
農
業
関
係
）
二
兆
四

千
億
円（
構
成
比
三
七
％
）、
農
業
改
良
資
金
一
千

億
円（
二
％
）、
農
協
系
統
資
金
（
近
代
化
資
金
等

を
含
む
）
二
兆
六
千
億
円
（
四
〇
％
）、
一
般
民
間

資
金
一
兆
円
三
千
億
円（
二
一
％
）と
な
っ
て
い
る
。

　

同
表
で
み
る
と
、
農
林
公
庫
資
金
等
の
制
度
資

金
の
割
合
が
少
な
く
と
も
過
半
を
超
え
て
い
る
よ

う
に
、
農
業
金
融
に
お
い
て
は
制
度
金
融
の
ウ
ェ

イ
ト
が
高
い
。
主
要
な
制
度
資
金
を
時
系
列
で
み

る
と
、
農
林
公
庫
資
金
は
八
七
年
に
三
兆
九
千
億

円
、
農
業
改
良
資
金
は
九
三
年
に
一
七
百
億
円
、

近
代
化
資
金
は
八
一
年
に
一
兆
三
千
億
円
と
、
そ

れ
ぞ
れ
残
高
の
ピ
ー
ク
を
つ
け
た
後
は
減
少
傾
向

に
あ
る
。
ま
た
近
年
で
は
、
三
者
と
も
各
年
度
の

一 　
　
は
じ
め
に

　・
　

本
稿
の
課
題
で
あ
る
農
業
金
融
、
と
り
わ
け
制

度
金
融
は
、
こ
れ
ま
で
も
農
政
の
展
開
方
向
に
よ

っ
て
変
貌
を
遂
げ
て
き
た
が
、「
国
際
化
」「
農
業

へ
の
市
場
原
理
の
導
入
促
進
」
と
い
っ
た
大
き
な

政
策
の
転
換
期
を
迎
え
る
な
か
で
、
そ
の
役
割
、

機
能
、
仕
組
み
等
が
今
後
大
き
く
変
化
し
て
い
く

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
農
業
金
融
の
現

状
と
課
題
を
踏
ま
え
、
将
来
像
の
ラ
フ
な
ス
ケ
ッ

チ
を
行
い
、
最
後
に
農
業
専
門
金
融
機
関
と
し
て

の
Ｊ
Ａ
の
役
割
に
つ
い
て
も
若
干
触
れ
て
み
た
い
。

二 　
　
農
業
金
融
の
現
状

　・
　

農
業
金
融
を
担
う
主
た
る
資
金
に
は
、
財
政
資

金
を
原
資
と
す
る
農
林
公
庫
資
金
（
一
九
五
三
年

創
設
）、
農
業
改
良
資
金
（
五
六
年
）
と
、
民
間
資

金
を
原
資
と
す
る
農
業
近
代
化
資
金
（
六
一
年
）、

農
協
プ
ロ
パ
ー
資
金
が
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
農
業

金
融
と
は
、
直
接
農
業
生
産
に
か
か
る
金
融
を
意

図
し
て
い
る
が
、
今
日
で
は
制
度
金
融
の
融
資
対

象
に
加
工
・
流
通
、
農
村
の
環
境
整
備
、
保
健
機

能
増
進
、
観
光
農
業
関
連
等
の
資
金
も
含
ま
れ
る

よ
う
に
な
り
、
厳
密
な
意
味
で
の
農
業
資
金
は
統

計
上
把
握
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。

　

さ
て
、
農
業
金
融
に
か
か
る
九
九
年
度
末
の
主

要
資
金
別
の
農
業
貸
出
金
残
高
（
表
参
照
）
を
み

る
と
、
残
高
合
計
は
約
六
兆
四
千
億
円
で
、
そ
の

貸
付
枠
、
利
子
補
給
枠
を
か
な
り
下
回
る
融
資
実

行
額
で
推
移
し
て
い
る
。

　

こ
の
背
景
に
は
、
財
政
事
情
の
悪
化
も
あ
る
が
、

八
〇
年
以
降
の
長
期
農
業
不
況
が
あ
る
。
七
〇
年

代
後
半
以
降
の
農
産
物
価
格
の
低
迷
等
に
よ
る
農

業
所
得
の
不
振
は
、
農
家
の
投
資
負
担
能
力
と
投

資
意
欲
を
大
き
く
低
下
さ
せ
た
。
こ
う
し
た
な
か

で
、
農
業
資
金
需
資
は
農
林
公
庫
資
金
等
の
制
度

資
金
に
シ
フ
ト
し
、
農
協
プ
ロ
パ
ー
資
金
に
よ
る

農
業
貸
出
の
伸
び
悩
み
の
背
景
と
も
な
っ
た
。

　

次
に
、
こ
れ
ま
で
の
農
業
制
度
金
融
の
変
化
の

特
徴
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。
大
づ
か
み
で
い
え

ば
、
第
一
は
融
資
対
象
が
拡
大
さ
れ
て
き
た
こ
と

で
あ
る
。
と
く
に
農
林
公
庫
資
金
の
よ
う
に
、
農

村
環
境
整
備
や
保
健
・
医
療
施
設
、
家
畜
市
場
、

バ
イ
オ
関
連
施
設
等
が
加
わ
っ
て
き
て
い
る
。

　

第
二
は
、
新
設
資
金
や
資
金
使
途
が
追
加
さ
れ

る
度
に
、
資
金
種
類
の
重
複
・
複
雑
化
が
進
行
し

た
た
め
、
借
入
者
に
わ
か
り
や
す
く
、
か
つ
使
い

や
す
い
制
度
に
統
合
・
総
合
化
が
行
わ
れ
た
。
六

八
年
の
「
総
合
資
金
制
度
」
の
創
設
を
は
じ
め
、

八
五
年
に
は
農
林
公
庫
資
金
を
中
心
と
す
る
制
度

金
融
の
大
統
合
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　

第
三
は
、
事
業
資
金
の
大
規
模
化
に
伴
な
う
貸

付
限
度
額
や
融
資
率
の
引
き
上
げ
に
加
え
て
、
貸

付
内
容
の
重
層
化
・
総
合
化
の
進
展
で
あ
る
。
例

え
ば
、
九
四
年
に
創
設
さ
れ
た
「
経
営
体
育
成
総

合
融
資
制
度
（
ス
ー
パ
ー
総
合
資
金
制
度
）」
は
、

そ
の
典
型
的
な
例
で
あ
る
。

　

第
四
は
、
融
資
促
進
措
置
の
手
法
と
し
て
、
従

調
査
・
研
究
ノ
ー
ト

調
査
・
研
究
ノ
ー
ト 
①①

農
業
金
融
の
将
来
像
を
考
え
る

農
業
金
融
の
将
来
像
を
考
え
る

主要資金別農業貸出残高（１９９９年度末）
（単位：１０億円、％）

構成比残　高資金種類原　資
３７�２２�３８０農林公庫資金財　政

資　金 １�７１０７農業改良資金
４０�４２�５８９農協系統資金
１０�３６５９うち近代化資金（１２月）
１�５１００　畜産特別資金
０�２１０　天災資金（１２月末）
２８�４１�８２０　その他（一部制度資金含）
２０�７１�３２９一　般　民　間　資　金
１００�０６�４０５合　　　　　　計

資料：農林水産省、日銀「経済統計月報」、農林中
金総研資料等。

（注）農協系統資金の「その他」には、畜産特別資金、天
災資金以外の制度資金を一部含み、かつ農業貸
出の割合は、農中総研の資料から推定して算出。
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来
の
国
、
県
等
か
ら
の
利
子
補
給
に
加
え
て
、
金

融
機
関
へ
の
低
利
預
託
金
制
度
や
、
新
た
な
基
金

造
成
と
そ
こ
か
ら
の
利
子
補
給
等
、
融
資
促
進
措

置
の
多
様
化
も
進
展
し
た
。
ま
た
、
農
業
信
用
保

証
保
険
制
度
に
つ
い
て
も
、
補
助
金
か
ら
融
資
と

い
っ
た
流
れ
の
な
か
で
、
保
証
対
象
の
拡
大
等
、

制
度
の
拡
充
が
図
ら
れ
て
き
た
。

三 　
　
規
制
緩
和
と
農
業
金
融

　・
　

金
融
自
由
化
を
は
じ
め
と
す
る
規
制
緩
和
の
影

響
が
、農
業
金
融
、と
り
わ
け
制
度
金
融
に
も
徐
々

に
浸
透
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
〇
一

年
四
月
に
ス
タ
ー
ト
す
る
財
政
投
融
資
改
革
は
、

財
政
資
金
を
原
資
と
す
る
制
度
金
融
に
少
な
か
ら

ず
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
同
改
革
は
、

財
投
制
度
に
市
場
原
理
を
導
入
し
、
調
達
・
運
用

の
逆
ザ
ヤ
の
解
消
圧
力
等
、
財
投
機
関
の
経
営
の

効
率
化
を
そ
の
狙
い
と
し
て
い
る
。
と
は
い
う
も

の
の
、
多
く
の
課
題
も
残
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
、
制
度
金
融
を
は
じ
め
と
す
る
公
的

金
融
分
野
は
、「
一
般
金
融
機
関
が
融
通
す
る
こ
と

を
困
難
」
と
す
る
分
野
に
「
長
期
且
つ
低
利
」
で

資
金
を
供
給
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
仮
に
逆
ザ
ヤ
が
解
消
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、

民
間
金
融
機
関
が
対
応
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
り
、

何
も
公
的
金
融
が
カ
バ
ー
す
る
必
要
は
な
く
、
い

わ
ば
論
理
矛
盾
が
含
ま
れ
て
い
る
。
要
は
公
的
金

融
の
対
象
を
無
限
定
的
に
拡
大
・
肥
大
化
さ
せ
る

の
で
な
く
、
公
共
の
目
的
に
か
な
う
対
象
な
ら
び

に
政
策
コ
ス
ト
と
誘
導
効
果
を
明
確
に
す
る
こ
と

が
最
も
重
要
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
情
報
の
公
開

を
行
い
、
専
門
家
・
機
関
等
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
を

経
て
、
そ
れ
が
国
民
的
な
合
意
を
得
ら
れ
る
か
否

か
が
問
わ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

と
同
時
に
、
よ
り
効
率
的
な
資
金
の
供
給
体
制
、

仕
組
み
づ
く
り
も
併
せ
て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
す
で
に
多
く
の
識
者
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

豊
富
な
資
金
を
有
す
る
農
協
系
統
資
金
の
活
用
も

そ
の
一
つ
で
あ
る
。
活
用
の
方
法
も
、
利
子
補
給

に
限
ら
ず
様
々
な
ス
キ
ル
の
駆
使
に
よ
っ
て
、
よ

り
効
率
的
な
資
金
の
供
給
が
可
能
と
な
ろ
う
。

四 　
　
農
業
金
融
に
お
け
る
Ｊ
Ａ
の
役
割
を
考
え
る

　・
　

最
後
に
こ
れ
か
ら
の
農
協
系
統
の
農
業
融
資
に

つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
そ
の
第
一
は
、
制
度
金

融
の
多
く
が
農
協
系
統
を
実
質
的
な
窓
口
と
し
て

い
る
こ
と
の
意
味
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
農
業
経

営
の
実
態
を
把
握
し
、
従
来
の
技
術
指
導
を
超
え

た
経
営
相
談
、
指
導
を
は
じ
め
、
消
費
者
ニ
ー
ズ

や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
情
報
を
的
確
に
把
握
し
、
経

営
の
あ
り
方
や
将
来
方
向
に
資
す
る
情
報
提
供
等

を
可
能
と
さ
せ
る
。
そ
う
し
た
機
能
・
体
制
面
の

強
化
は
、
農
業
融
資
強
化
の
前
提
条
件
と
な
ろ
う
。

　

第
二
は
、「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」
下

で
の
農
業
融
資
を
ど
う
考
え
る
か
で
あ
る
。
例
え

ば
「
食
料
」
に
つ
い
て
は
、
食
の
安
全
性
を
踏
ま

え
つ
つ
、
広
域
、
地
場
の
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
で
、

生
産
か
ら
加
工
・
流
通
、
消
費
、
さ
ら
に
は
資
源

循
環
ま
で
を
一
つ
の
食
料
シ
ス
テ
ム
（
フ
ー
ド
シ

ス
テ
ム
）
と
し
て
捉
え
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ

う
。
現
在
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
農
協
系
統
の
組
織

再
編
に
あ
っ
て
も
、
指
導
・
経
済
・
信
用
事
業
の

連
携
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
と

り
わ
け
、
地
産
地
消
と
い
っ
た
地
場
レ
ベ
ル
で
の

取
り
組
み
や
、
ア
グ
リ
ベ
ン
チ
ャ
ー
関
連
へ
の
融

資
と
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

　
「
農
業
」
に
つ
い
て
言
え
ば
、
地
域
の
実
態
を

踏
ま
え
た
農
業
の
担
い
手
育
成
と
そ
の
た
め
の
地

域
農
業
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
が
最
大
の
課
題
と
な
ろ

う
。
ま
た
、
環
境
へ
の
負
荷
を
考
慮
し
た
、
持
続

的
か
つ
循
環
型
の
農
業
を
ど
う
構
築
し
て
い
く
か
、

さ
ら
に
多
面
的
な
機
能
の
維
持
、
発
展
を
具
体
的

に
ど
う
展
開
し
て
い
く
か
で
あ
る
。
公
的
金
融
分

野
に
お
け
る
公
共
的
・
基
本
的
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

に
加
え
て
、
地
域
農
業
を
活
き
活
き
さ
せ
て
い
く

た
め
に
は
、
地
域
に
責
任
を
持
つ
農
協
独
自
の
取

り
組
み
が
欠
か
せ
な
い
。

　
「
農
村
」
に
つ
い
て
は
、
公
的
金
融
分
野
の
役

割
が
大
き
い
と
は
い
え
、
農
業
を
中
心
と
し
た
安

心
し
て
く
ら
せ
る
地
域
社
会
づ
く
り
は
、
農
業
振

興
の
基
盤
づ
く
り
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。
地

域
資
源
の
維
持
管
理
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く

り
、
医
療
・
介
護
の
拡
充
等
、
こ
れ
ら
の
分
野
は

農
業
振
興
と
関
連
づ
け
つ
つ
幅
広
い
視
点
が
必
要

で
あ
ろ
う
。
岩
手
県
下
の
あ
る
Ｊ
Ａ
で
は
、
中
山

間
地
域
へ
の
直
接
支
払
い
に
関
し
て
集
落
協
定
に

基
づ
く
事
業
へ
の
つ
な
ぎ
資
金
の
融
資
（
自
治
体
、

Ｊ
Ａ
の
利
子
補
給
、
交
付
金
見
合
い
）
を
行
な
っ

て
い
る
。
手
間
暇
も
か
か
り
、
一
件
当
た
り
は
小

口
の
融
資
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
の
農
協
の
農

業
融
資
を
考
え
る
う
え
で
の
示
唆
に
富
む
好
事
例

の
一
つ
と
い
え
よ
う
。　
　
　
　

（
木
原　

久
）
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一 　
　
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
世
界
的
流
行

　・
　

一
九
九
七
年
に
米
国
で
「
マ
イ
ク
ロ
ク
レ
ジ
ッ

ト
・
サ
ミ
ッ
ト
」
が
開
か
れ
、「
マ
イ
ク
ロ
・
ク
レ

ジ
ッ
ト
」
や
「
マ
イ
ク
ロ
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
」
は

貧
困
緩
和
の
手
法
と
し
て
一
般
の
人
々
に
も
広
く

認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ち
な
み
に
、
こ
の

二
つ
の
用
語
は
と
も
に
貧
困
者
に
対
す
る
小
口
金

融
を
意
味
し
て
い
る
が
、
融
資
（
ク
レ
ジ
ッ
ト
）

を
強
調
し
た
前
者
よ
り
も
、
貯
金
と
融
資
の
双
方

（
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
）を
重
視
し
た
後
者
の
ほ
う
が
現

在
で
は
市
民
権
を
得
て
い
る
。

　

マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
が
一
躍
脚
光
を
浴
び

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
グ

ラ
ミ
ン
銀
行
（「
農
村
銀
行
」
の
意
）
の
成
功
に
よ

っ
て
で
あ
る
。
一
九
七
六
年
に
一
大
学
教
師
の
実

験
的
事
業
か
ら
始
ま
っ
た
貧
し
い
女
性
グ
ル
ー
プ

へ
の
小
口
融
資
は
、「
貧
困
者
は
お
金
を
合
理
的
に

活
用
で
き
な
い
」、「
担
保
が
な
け
れ
ば
返
済
は
期

待
で
き
な
い
」と
い
っ
た
従
来
の
農
村
金
融
の「
常

識
」
を
次
々
と
覆
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
途
上

国
の
貧
し
い
人
々
が
貧
困
か
ら
脱
出
す
る
た
め
に

必
要
な
の
は
、
援
助
と
し
て
の
融
資
で
は
な
く
、

彼
（
女
）
ら
が
自
由
に
活
用
で
き
る
持
続
的
な
金

融
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
、
と
い
う
理
解
が
広
ま
っ
た

の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
近
年
、
世
界
銀
行
や
ア
ジ

ア
開
銀
な
ど
国
際
援
助
機
関
が
貧
困
緩
和
を
重
視

す
る
よ
う
に
政
策
を
転
換
し
て
お
り
、
マ
イ
ク
ロ

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
は
貧
困
解
消
の
手
法
と
し
て
大
き

な
注
目
を
浴
び
て
い
る
。

二 　
　
イ
ン
ド
に
お
け
る
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

　・の
新
潮
流

―
自
助
グ
ル
ー
プ（
Ｓ
Ｈ
Ｇ
）シ
ス
テ
ム
の
導
入
―

　

イ
ン
ド
で
は
、
人
口
一
〇
億
人
の
三
〜
四
割
が

貧
困
状
態
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
政
府

は
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
貧
困
緩
和
を
目
的
と
し

た
融
資
政
策
を
と
っ
て
き
た
。
そ
の
最
大
の
も
の

は
、
八
〇
年
頃
か
ら
始
ま
っ
た
Ｉ
Ｒ
Ｄ
Ｐ
（
総
合

農
村
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
で
、
貧
困
世
帯
に
補
助

金
付
き
融
資
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
資
金
は
、

乳
牛
や
荷
車
な
ど
生
産
的
資
産
の
購
入
の
た
め
に

使
わ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
、
こ
の
融
資
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
莫
大
な
資
金
が
投
入
さ
れ
、
多
数
の
貧
困
世
帯

が
融
資
を
受
け
た
。
し
か
し
、
新
事
業
の
多
く
は

失
敗
し
た
り
、
意
図
的
な
不
返
済
が
多
か
っ
た
り

し
た
た
め
、
期
待
さ
れ
た
よ
う
な
成
果
は
な
か
っ

た
。
そ
う
し
た
中
、
九
〇
年
代
初
め
に
イ
ン
ド
で

も
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
的
な
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

の
制
度
づ
く
り
が
着
手
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

一
般
に
貧
し
い
人
々
は
金
融
機
関
に
貯
金
を
し

た
く
て
も
そ
の
額
が
少
な
く
、
取
引
費
用
が
高
く

な
る
。
そ
の
た
め
、
銀
行
や
信
用
農
協
は
彼
（
女
）

ら
を
事
業
の
対
象
と
み
な
さ
な
い
。
融
資
に
し
て

も
、
土
地
な
ど
の
担
保
を
持
た
な
い
た
め
相
手
に

さ
れ
ず
、
結
局
民
間
の
金
貸
し
な
ど
か
ら
高
利
で

借
り
ざ
る
を
え
な
い
。
イ
ン
ド
版
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
で
あ
る
自
助
グ
ル
ー
プ（
Ｓ
Ｈ
Ｇ
）シ
ス

テ
ム
は
、
銀
行
や
信
用
農
協
あ
る
い
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が

媒
体
と
な
っ
て
貧
困
者
が
自
助
グ
ル
ー
プ
を
形
成

し
、
銀
行
な
ど
が
そ
れ
を
対
象
と
し
て
金
融
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
。
グ
ル
ー
プ
化
す
る
こ
と
で
一

人
当
た
り
の
取
引
費
用
を
低
下
さ
せ
、
ま
た
グ

ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
の
連
帯
保
証
を
担
保
と
す
る
こ

と
で
土
地
無
し
の
人
々
へ
の
融
資
も
可
能
と
な
る
。

　

イ
ン
ド
政
府
は
、
二
〇
〇
三
―
四
年
度
ま
で
に

全
国
で
二
〇
万
の
自
助
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
、
四

百
万
世
帯
の
貧
し
い
人
々
に
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
計
画
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の

と
こ
ろ
、
自
助
グ
ル
ー
プ
を
通
し
た
融
資
に
対
す

る
返
済
率
は
一
〇
〇
％
近
い
と
報
告
さ
れ
、
従
来

の
貧
困
者
向
け
融
資
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
比
べ
て
格
段

に
高
い
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

三 　
　
西
ベ
ン
ガ
ル
州
の
取
り
組
み
事
例

　・
　

続
い
て
、
自
助
グ
ル
ー
プ
シ
ス
テ
ム
が
ど
の
よ

う
に
機
能
し
、
い
か
な
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る

か
、
具
体
的
な
事
例
に
よ
り
検
討
を
試
み
た
い
。

以
下
の
事
例
は
、
筆
者
が
昨
年
（
二
〇
〇
〇
年
）

九
月
に
イ
ン
ド
東
部
の
西
ベ
ン
ガ
ル
州
Ｇ
農
協

（
本
誌
一
六
四
号
で
紹
介
済
み
）を
再
訪
し
た
と
き

に
得
た
情
報
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

�
Ｇ
農
協
の
Ｓ
Ｈ
Ｇ
へ
の
取
り
組
み

調
査
・
研
究
ノ
ー
ト

調
査
・
研
究
ノ
ー
ト 
②②

イ
ン
ド
に
お
け
る
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
新
た
な
展
開

イ
ン
ド
に
お
け
る
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
新
た
な
展
開
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Ｇ
農
協
の
自
助
グ
ル
ー
プ
へ
の
取
り
組
み
は
ご
く

最
近
の
こ
と
で
あ
る
。
九
九
年
五
月
に
最
初
の
グ

ル
ー
プ
が
形
成
さ
れ
て
以
来
、
現
在
（
二
〇
〇
〇
年

九
月
）ま
で
に
九
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
作
ら
れ
た
。う
ち

一
つ
は
既
に
解
散
し
、
現
在
機
能
し
て
い
る
の
は
八

グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
規
模
は
各
グ
ル
ー
プ
六
〜
一
〇

人
で
、
平
均
八
人
。平
均
の
所
有
農
地
面
積
は
九
㌃

（
例
外
的
な
大
農
家
一
戸
を
除
く
）
で
、
主
な
職
業

は
日
雇
い
農
業
労
働
や
荷
車
引
き
、
建
設
労
働
が

多
い
。ま
た
、
メ
ン
バ
ー
の
合
計
六
六
人
の
う
ち
女
性

が
三
九
人
と
女
性
の
比
率
が
高
い
。

　

活
動
は
、
定
期
的
（
週
二
回
か
ら
月
一
回
と
幅

が
あ
る
）
に
各
メ
ン
バ
ー
か
ら
定
額
の
お
金
を
集

金
係
り
が
集
め
、
農
協
に
あ
る
グ
ル
ー
プ
名
の
口

座
に
貯
金
す
る
。
組
合
員
は
、
病
気
、
農
業
資
材

の
購
入
な
ど
で
お
金
が
必
要
な
と
き
、
こ
の
共
通

の
貯
金
か
ら
低
利
で
借
り
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
近
い
将
来
農
協
は
こ
の
共
通
の
貯
金
を
担
保

と
し
て
自
助
グ
ル
ー
プ
に
対
し
、
政
府
資
金
を
原

資
と
し
た
融
資
を
す
る
計
画
が
あ
り
、
グ
ル
ー
プ

の
メ
ン
バ
ー
は
、
そ
れ
で
農
地
を
拡
大
し
た
り
ミ

シ
ン
を
購
入
す
る
な
ど
の
希
望
を
持
っ
て
い
る
。

�
貧
困
層
へ
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大

　

自
助
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
六
六
人
（
六
四
世

帯
）
の
う
ち
本
人
あ
る
い
は
家
族
が
農
協
の
組
合

員
で
あ
る
人
は
一
三
人
、
同
様
に
農
協
に
貯
金
口

座
を
も
つ
人
は
二
一
人
だ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

自
助
グ
ル
ー
プ
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼

（
女
）
ら
の
金
融
機
関
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
、
大
き
く

改
善
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

自
助
グ
ル
ー
プ
の
形
成
に
よ
っ
て
貧
困
層
が
得

る
メ
リ
ッ
ト
の
一
つ
は
、
貯
蓄
の
習
慣
が
な
い
人

で
も
、「
毎
週
あ
る
い
は
毎
月
い
く
ら
」
と
仲
間
内

で
強
制
的
に
貯
金
す
る
こ
と
で
、
い
つ
の
ま
に
か

貯
金
が
た
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
自
助
グ

ル
ー
プ
は
、
貧
困
者
の
資
産
形
成
に
役
立
っ
て
い

る
。
も
う
一
つ
は
、
病
気
な
ど
で
困
っ
た
時
や
事

業
資
金
が
必
要
な
と
き
に
、
こ
う
し
て
た
め
た
共

同
の
貯
金
か
ら
低
利
で
借
り
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

高
利
貸
し
や
頼
母
子
講
か
ら
の
借
入
は
年
利
六
〇

％
に
も
な
る
が
、
共
同
貯
金
か
ら
の
借
入
は
二
〇

％
程
度
と
、
ず
っ
と
低
い
。

　

さ
ら
に
、
将
来
農
協
か
ら
生
産
目
的
の
低
利
融

資
が
な
さ
れ
れ
ば
、
彼
ら
の
生
活
は
大
き
く
改
善

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

�
そ
の
他
の
メ
リ
ッ
ト

　

貯
金
習
慣
の
形
成
、
安
全
な
貯
蓄
手
段
の
提
供
、

低
利
融
資
へ
の
ア
ク
セ
ス
と
い
っ
た
金
融
的
な
メ

リ
ッ
ト
以
外
に
も
、
自
助
グ
ル
ー
プ
の
形
成
は
大

き
な
貢
献
を
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
同
士
で
の
相
互
扶
助
の
増

大
、
自
立
心
・
自
尊
心
の
向
上
、
将
来
の
生
活
改

善
計
画
の
作
成
な
ど
で
あ
る
。
紙
幅
の
都
合
上
詳

述
は
で
き
な
い
が
、
自
助
グ
ル
ー
プ
の
形
成
に
よ

る
金
融
ア
ク
セ
ス
の
向
上
は
、
貧
困
緩
和
の
た
め

に
様
々
な
波
及
効
果
を
も
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

四 　
　
イ
ン
ド
の
自
助
グ
ル
ー
プ
の
特
徴
と
課
題

　・
　

イ
ン
ド
の
自
助
グ
ル
ー
プ
（
Ｓ
Ｈ
Ｇ
）
は
、
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
と
比
べ
た
場
合
、

大
き
な
特
徴
を
持
つ
。
そ
れ
は
、
グ
ラ
ミ
ン
銀
行

が
独
立
し
た
銀
行
組
織
を
持
ち
、
顧
客
の
グ
ル
ー

プ
も
非
常
に
厳
し
く
管
理
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、

イ
ン
ド
の
自
助
グ
ル
ー
プ
は
既
成
の
金
融
機
関
を

利
用
し
て
お
り
、
顧
客
グ
ル
ー
プ
の
自
主
性
も
ず

っ
と
強
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
イ
ン
ド
で
は

銀
行
や
信
用
農
協
な
ど
の
農
村
金
融
シ
ス
テ
ム
が

す
で
に
か
な
り
発
達
し
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
貧

困
者
の
潜
在
能
力
と
自
己
管
理
能
力
に
強
い
信
頼

を
置
い
た
最
近
の
金
融
理
論
の
影
響
を
よ
り
強
く

受
け
て
い
る
こ
と
が
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
分
、
制
度
の
管
理
コ
ス
ト
が
圧
縮
さ
れ
、
ま

た
貧
困
層
の
主
体
性
が
よ
り
活
か
せ
る
と
い
う
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
反
面
、
ど
の
貧
困
層
も
こ

の
シ
ス
テ
ム
を
う
ま
く
活
用
で
き
る
だ
ろ
う
か
と

い
う
懸
念
も
あ
る
。
Ｇ
農
協
傘
下
の
い
く
つ
か
の

自
助
グ
ル
ー
プ
を
見
た
だ
け
で
も
、
そ
の
活
動
内

容
と
水
準
に
は
大
き
な
幅
が
あ
る
。

　

イ
ン
ド
の
貧
し
い
人
々
と
話
を
し
て
い
て
、
彼

（
女
）ら
の
合
理
性
と
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
に
驚
か
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
。
三
〜
四
億
人
と
い
わ
れ
る
イ

ン
ド
の
貧
困
層
が
貧
し
さ
か
ら
解
放
さ
れ
る
た
め

に
必
要
な
の
は
、「
援
助
」
で
は
な
く
「
機
会
」
の

提
供
だ
と
い
う
説
に
は
強
い
説
得
力
が
あ
る
。
彼

（
女
）ら
が
近
代
的
な
金
融
サ
ー
ビ
ス
に
ア
ク
セ
ス

で
き
る
よ
う
に
す
る
イ
ン
ド
の
自
助
グ
ル
ー
プ
に

は
、
大
き
な
可
能
性
が
あ
る
と
い
え
る
。
イ
ン
ド

の
試
み
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
が
、
そ
の
制
度
の

進
歩
性
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
、
対
象
人
数
の
多
さ

な
ど
の
点
で
、
も
っ
と
広
く
注
目
さ
れ
て
し
か
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。　
　
　
　
　
　

（
須
田
敏
彦
）
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農
協
信
用
事
業
は
、言
う
ま
で
も
な
く
、総
合
事

業
の
一
環
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。
同
時
に
一
般

の
金
融
事
業
と
し
て
の
性
格
も
合
わ
せ
持
つ
。
そ
れ

だ
け
に
今
日
の
金
融
環
境
の
激
変
と
農
協
自
体
の

大
型
合
併
の
進
展
は
、
明
確
な
理
念
の
裏
打
ち
に

基
づ
い
た
事
業
運
営
を
よ
り
強
い
て
い
る
と
言
っ
て
い

い
。
そ
こ
で
は
、
単
純
な
一
般
金
融
機
関
の
模
倣
で

は
、
発
展
は
望
め
な
い
事
を
も
意
味
し
て
い
る
。
人

的
組
織
体
で
あ
り
、
な
に
よ
り
も
地
域
社
会
と
と

も
に
あ
る
協
同
組
合
で
あ
る
と
い
う
、
自
己
の
存
立

基
盤
を
繰
り
返
し
確
認
す
る
こ
と
、そ
こ
か
ら
し
か

時
代
へ
の
対
応
策
も
ま
た
見
え
て
こ
な
い
。

　

そ
の
意
味
で
、
こ
こ
に
紹
介
す
る
山
口
宇
部
農

協
は
、
実
に
地
に
着
い
た
活
動
を
進
め
、
実
績
を

上
げ
て
い
る
。
困
難
な
局
面
を
打
開
す
る
の
に
妙

薬
な
ど
そ
う
そ
う
あ
る
も
の
で
は
な
い
。
自
己
の

基
盤
を
知
り
、
自
己
の
機
能
と
事
業
活
動
の
実
力

と
課
題
を
知
り
、
一
歩
ず
つ
目
標
に
向
け
て
努
力

す
る
と
い
う
、
当
然
と
言
え
ば
当
然
の
活
動
が
、

現
実
に
行
な
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
そ
れ
が
将

来
を
決
定
し
て
し
ま
う
。
掛
け
声
だ
け
な
ら
、
あ

る
い
は
プ
ラ
ン
だ
け
な
ら
誰
に
で
も
出
来
る
。

　

経
営
理
念
は
「
和
」「
緑
」「
愛
」「
夢
」

　

山
口
宇
部
農
協
は
平
成
七
年
四
月
、
二
市
三
町

の
六
つ
の
農
協
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
。
宇
部
市

を
中
心
と
し
た
市
街
地
か
ら
、お
茶
、和
牛
肥
育
が

営
ま
れ
る
中
山
間
地
ま
で
を
幅
広
く
含
む
。
組
合

員
は
、二
万
名
弱
で
正
・
准
が
拮
抗
し
て
い
る
。准

組
合
員
は
借
入
に
際
し
て
加
入
し
た
も
の
が
多
い
。

　

当
組
合
の
経
営
方
針
は
明
確
だ
。そ
こ
に
は「
地

域
社
会
の
し
あ
わ
せ
づ
く
り
に
貢
献
す
る
」
と
あ

り
、「
和
」「
緑
」「
愛
」「
夢
」
と
四
つ
の
想
い
が

掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
和
は
協
同
の
和
で
あ
り
、
緑

は
農
業
を
守
り
消
費
者
と
の
連
携
に
よ
る
豊
か
な

地
域
環
境
を
創
る
こ
と
で
あ
り
、
愛
は
利
用
者
の

立
場
に
立
っ
た
事
業
展
開
で
あ
り
、
夢
は
「
や
り

が
い
の
あ
る
農
業
」「
潤
い
の
あ
る
生
活
」「
働
き

が
い
の
あ
る
職
場
」「
将
来
性
の
あ
る
経
営
」
を
内

容
と
す
る
。

　

生
き
る
企
画
生
か
さ
れ
る
企
画

　

で
は
、
こ
う
し
た
方
針
の
も
と
信
用
事
業
は
ど
う

展
開
さ
れ
て
い
る
の
か
、
当
組
合
の
独
自
の
企
画
に

よ
る「
商
品
」（
商
品
と
書
く
こ
と
に
抵
抗
が
な
い
わ

け
で
は
な
い
が
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
使
う
）

の
い
く
つ
か
を
呈
示
す
る
こ
と
で
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

先
に
准
組
合
員
の
多
く
が
借
入
利
用
者
か
ら
、

と
記
し
た
が
、
若
い
人
た
ち
へ
の
対
応
こ
そ
重
要

と
、
県
下
で
最
も
安
い
金
利
を
適
用
し
て
、
ま
ず

身
近
な
「
マ
イ
カ
ー
ロ
ー
ン
」
を
進
め
た
。
農
協

と
の
利
用
関
係
が
で
き
れ
ば
、
リ
ピ
ー
タ
ー
と
し

て
や
が
て
住
宅
ロ
ー
ン
の
利
用
も
期
待
で
き
る
し
、

他
事
業
の
利
用
も
視
野
に
入
れ
ら
れ
る
か
ら
だ
。

　

ま
た
、本
多
金
融
共
済
部
長
は
、あ
る
と
き
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
協
会
会
長
か
ら
「
一
般
の
人
が
行
っ
て

も
金
預
け
ら
れ
る
の
か
」
と
言
わ
れ
て
シ
ョ
ッ
ク

を
受
け
た
と
い
う
。
農
協
は
地
域
の
金
融
機
関
と

し
て
地
域
住
民
に
浸
透
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
た

が
、
そ
ん
な
程
度
だ
っ
た
の
だ
。
ま
ず
、
地
域
の

人
々
に
、
農
協
は
誰
で
も
利
用
で
き
る
の
だ
、
と

い
う
こ
と
を
知
ら
せ
る
こ
と
か
ら
始
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
効
果
を
疑
問
視
す
る
意
見

も
あ
っ
た
が
、
思
い
切
っ
て
新
聞
広
告
を
多
用
し

て
進
め
て
い
る
の
が
「
Ｊ
Ａ
ま
ご
こ
ろ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
で
あ
る
。
貯
金
額
に
応
じ
、
魚
介
類
、

畜
産
物
等
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
五
コ
ー
ス
が
設
定
し
て

あ
る
。
県
下
共
通
企
画
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
時
の
記

念
品
も
、
抽
選
を
避
け
、
当
農
協
は
一
定
額
以
上

の
利
用
者
に
は
全
員
に
配
布
す
る
な
ど
、
き
め
細

か
い
。
抽
選
で
は
「
ど
う
せ
当
た
ら
な
い
か
ら
い

い
」
と
い
う
人
も
い
て
不
公
平
感
を
招
く
の
に
比

べ
、
点
数
に
よ
っ
て
商
品
が
も
ら
え
る
プ
レ
ゼ
ン

ト
コ
ー
ス
は
好
評
だ
と
い
う
。

　

山
口
県
で
は
今
年
国
際
見
本
市
「
山
口
き
ら
ら

博
」
が
開
催
さ
れ
る
。
そ
れ
に
ち
な
み
「
き
ら
ら

定
積
」
を
新
設
し
た
。
定
期
積
金
の
商
品
に
は
各

地
に
も
多
様
な
も
の
が
あ
ろ
う
。
当
農
協
の
ユ

ニ
ー
ク
な
の
は
、
契
約
者
に
も
れ
な
く
、
ス
テ
ン

レ
ス
ボ
ト
ル
や
リ
ュ
ッ
ク
な
ど
の
「
自
然
散
策
グ

―  ７  ―

山
口
宇
部
農
協

山
口
宇
部
農
協

地
域
社
会
の
し
あ
わ
せ
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

地
域
社
会
の
し
あ
わ
せ
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

―
創
意
・
工
夫
が
生
き
る
信
用
事
業
―

―
創
意
・
工
夫
が
生
き
る
信
用
事
業
― 　
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働
き
が
い
の
あ
る
職
場
と
シ
ス
テ
ム

　

農
協
の
活
動
を
実
際
に
支
え
る
の
は
職
員
で
あ

る
。
職
員
が
経
営
理
念
を
自
分
の
も
の
と
し
て
理

解
し
、
意
欲
的
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
、「
絵
」
だ

け
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
山
口
宇
部
農
協
の
信
用

事
業
活
動
の
実
践
を
可
能
に
し
て
い
る
も
の
に
、

独
特
の
人
事
・
業
務
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
。
一
つ
は

「
ト
ー
タ
ル
人
事
シ
ス
テ
ム
」
で
、
人
事
考
課
に
計

数
化
さ
れ
た
絶
対
評
価
を
取
り
入
れ
て
客
観
化
し

た
。
同
時
に
役
職
定
年
を
導
入
し
、
管
理
職
の
若

返
り
が
図
ら
れ
て
い
る
。
厳
し
い
が
や
り
が
い
あ

る
制
度
と
し
て
職
員
の
意
識
づ
け
に
寄
与
し
て
い

る
と
い
う
。
も
う
一
つ
は
「
業
務
チ
ェ
ッ
ク
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
」
と
よ
ば
れ
る
業
務
の
体
系
チ
ャ
ー
ト
。

そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
者
、
管
理
職
の
役
割
や
一
日
の

業
務
の
内
容
を
改
め
て
一
覧
表
に
し
た
も
の
だ
。

こ
う
す
る
こ
と
で
や
る
べ
き
仕
事
が
徹
底
で
き
る

利
点
が
あ
る
。「
当
り
前
の
こ
と
を
当
り
前
の
よ
う

に
や
ら
な
い
か
ら
伸
び
な
い
の
だ
」
と
松
永
常
務

か
ら
苦
言
を
頂
戴
し
て
い
る
と
、
本
多
部
長
は
苦

笑
す
る
。
そ
の
他
の
業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
チ
ャ
ー

ト
化
さ
れ
実
に
的
確
で
見
や
す
い
。

　

仲
間
づ
く
り
定
期
積
金

　

最
後
に
も
う
一
つ
だ
け
紹
介
し
た
い
の
が
、
女

性
部
の
「
仲
間
づ
く
り
定
期
積
金
」
で
あ
る
。

　

当
農
協
で
は
、
女
性
部
を
中
心
と
す
る
福
祉
活

動
、
助
け
合
い
活
動
が
盛
ん
で
あ
る
。農
協
の「
ふ
れ

あ
い
課
」の
梶
山
課
長
を
先
頭
に
、訪
問
介
護
、配
食

サ
ー
ビ
ス
、
園
芸
教
室
、「
元
気
の
で
る
農
業
―
た
ま

ね
ぎ
を
植
え
よ
う
活
動
」、「
ふ
れ
あ
い
の
旗
」
声
か

け
運
動
、「
星
の
数
ほ
ど
グ
ル
ー
プ
づ
く
り
」な
ど
多

彩
な
活
動
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
ん
な
活
動
の
な
か
で
生
ま
れ
て
来
た
が
の
こ

の
定
期
積
金
で
あ
る
。
要
介
護
を
自
分
達
の
問
題

と
し
て
捉
え
、
合
わ
せ
て
仲
間
と
の
楽
し
い
旅
行

を
実
現
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
、
女
性
部
員
お
よ

び
地
域
の
人
々
に
広
く
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

五
千
円
、
一
万
円
、
一
万
五
千
円
、
二
万
円
の
四

コ
ー
ス
、
期
間
は
一
年
。
満
期
時
に
は
内
一
〇
万

円
を
定
期
貯
金
に
振
替
え
将
来
の
介
護
に
備
え
、

残
り
お
よ
び
利
息
を
旅
行
の
費
用
に
あ
て
る
。
平

成
十
一
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
現
在
七
百
名

ほ
ど
が
積
み
立
て
て
い
る
。

　

農
協
活
動
の
基
盤
に
は
生
活
活
動
が
あ
る
。
協

同
活
動
が
農
協
の
原
点
な
ら
、
協
同
活
動
の
原
点

は
生
活
活
動
に
あ
る
。
で
な
け
れ
ば
協
同
組
合
と

は
言
え
な
い
。
そ
し
て
そ
の
活
動
の
実
体
を
担
う

の
が
女
性
部
で
あ
る
。
介
護
、
福
祉
と
信
用
事
業

を
一
体
と
し
て
捉
え
た
こ
の
定
積
は
、
ま
さ
に
総

合
農
協
ら
し
い
事
業
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

金
融
環
境
が
激
変
し
「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
」
の
あ
り

方
が
模
索
さ
れ
て
い
る
。
当
農
協
が
実
施
し
て
い

る
こ
と
は
取
り
た
て
て
目
新
し
く
は
な
い
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
、
従
来
の
実
践
の
上
に
少
し
工

夫
を
加
え
、
そ
の
周
辺
に
商
品
の
幅
を
広
げ
、「
地

域
社
会
の
し
あ
わ
せ
づ
く
り
に
貢
献
す
る
」
と
い

う
理
念
を
具
体
化
し
て
い
る
姿
は
、
協
同
組
合
と

し
て
の
農
協
信
用
事
業
の
確
か
な
方
向
性
を
明
示

し
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
平
井
隆
）

ッ
ズ
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
こ
と
に
あ
る
。
博
覧

会
の
広
大
な
跡
地
が
自
然
公
園
に
な
る
こ
と
を
見

越
し
、
自
然
と
共
生
す
る
農
協
の
理
念
を
も
訴
え

た
企
画
で
あ
る
。
も
と
も
と
当
農
協
は
定
積
の
契

約
額
比
率
が
県
下
平
均
を
下
回
っ
て
い
た
が
、
春

に
予
定
さ
れ
る
四
回
目
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
、
県

下
平
均
を
上
回
る
目
標
を
達
成
す
る
。

　

中
小
商
店
や
地
場
の
業
者
へ
の
資
金
供
給
の
利

便
性
を
高
め
る
た
め
、
県
信
用
保
証
協
会
の
保
証

付
融
資
を
率
先
し
て
実
施
し
て
い
る
こ
と
も
記
し

て
お
い
て
い
い
だ
ろ
う
。
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あ
の
天
才
詩
人
ラ
ン
ボ
ー
さ
え
、「
死
の
商
人
」

で
最
後
を
迎
え
て
い
る
。
た
だ
の
紙
切
れ
に
過
ぎ

な
い
「
お
金
」
を
得
ん
が
た
め
に
人
々
は
狂
奔
す

る
。
と
く
に
、
現
代
の
通
貨
は
、
世
界
中
を
投
機

の
渦
に
巻
き
込
み
、
救
い
よ
う
の
な
い
様
相
を
呈

し
て
い
る
。
一
日
の
外
国
為
替
取
引
額
は
二
兆
ド

ル
以
上
と
見
積
も
ら
れ
、
そ
の
九
八
％
は
投
機
資

金
だ
と
い
う
。
し
か
も
、
そ
の
傾
向
は

ま
す
ま
す
加
速
し
て
い
る
。
い
わ
ば

「
お
金
と
い
う
怪
物
が
世
界
を
徘
徊
し
、

相
互
信
頼
と
い
う
社
会
の
き
ず
な

・
・
・
を
、

完
膚
な
き
ま
で
に
引
き
裂
き
つ
つ
あ

る
」
状
況
と
で
も
言
え
よ
う
か
。
著
者

は
、
現
代
社
会
の
環
境
悪
化
、
政
治
の
混
乱
、
貧

困
、
差
別
、
国
家
間
の
成
長
格
差
の
根
底
に
お
金

の
問
題
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。

　

で
は
、
お
金
と
は
い
っ
た
い
何
な
の
か
。
著
者

は
こ
う
定
義
す
る
。「
お
金
と
は
、
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
お
い
て
、
あ
る
『
何
か
』
を
交
換
の
媒
体

と
し
て
使
お
う
と
い
う
、
一
つ
の
取
決
め
」
で
あ

る
と
。
で
あ
る
な
ら
、「
人
々
を
お
互
い
に
敵
対

さ
せ
る
根
本
的
な
仕
組
み
」
で
あ
る
現
在
の
金
融

シ
ス
テ
ム
は
、
転
換
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
実
態
上
の
価
値
の

裏
付
け
の
な
い
ド
ル
を
基
軸
通
貨
と
す
る
「
マ

ネ
ー
の
経
済
化
」
は
、
通
貨
危
機
を
招
来
し
、
や

が
て
世
界
経
済
は
破
綻
に
行
き
着
く
と
警
告
す
る
。

　

そ
こ
で
著
者
は
、
い
く
つ
か
の
悲
劇
的
な
未
来

の
シ
ナ
リ
オ
に
代
え
て
、「
持
続
可
能
な
豊
か
さ
」

の
シ
ナ
リ
オ
を
提
示
す
る
。

　

こ
こ
で
「
持
続
可
能
な
豊
か
さ
」
と
は
、「
で
き

る
だ
け
多
く
の
人
に
選
択
と
創
造
の
自
由
を
与
え

な
が
ら
、
未
来
世
代
の
豊
か
さ
の
可
能
性
を
損
な

わ
ず
に
、
自
世
代
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
こ
と
」
と

さ
れ
、
そ
れ
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
競
争
経
済
（
物

理
資
本
）
だ
け
で
は
達
成
で
き
ず
、
地
域
の
協
働

経
済
（
自
然
資
本
）
が
共
生
す
る
世
界
に
よ
っ
て

成
立
す
る
。
そ
こ
で
は
、
ど
の
よ
う
な
通
貨
シ
ス

テ
ム
が
選
択
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
か
。
一
方
の
肯

定
と
他
方
の
否
定
と
い
う
二
元
論
を
排
し
、
陰
陽

の
つ
な
が
り

・
・
・
・
（
傍
点
著
者
）
と
し
て
と
ら
え
る

「
経
済
の
全
体
像
」と
い
う
考
え
方
を
提
唱
し
た
う

え
で
、
著
者
は
、
①
国
家
通
貨
に
、
地
域
通
貨
の

よ
う
な
補
完
通
貨
を
加
え
複
数
の
シ
ス
テ
ム
を
持

つ
、
②
グ
ロ
ー
バ
ル
基
軸
通
貨
は
、
ど
の
国
家
と

も
結
び
つ
か
ず
、「
国
際
貿
易
に
と
っ
て
特
に
重
要

な
一
次
産
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る

基
準
バ
ス
ケ
ッ
ト
」
に
基
づ
く
通
貨
単
位
「
テ
ラ

（�����

�����
）」
と
す
る
こ
と
を
、
提
案
す
る
。
そ
の
た

め
に
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
む
ぐ
通
貨
」
と
し

て
、
各
国
で
活
発
化
し
つ
つ
あ
る
地
域
通
貨
を
、

国
家
通
貨
の
側
で
圧
殺
し
な
い
こ
と
が
条
件
と
な

る
。

　

著
者
の
言
う
よ
う
に
、
本
書
は
学
術
論
文
で
は

な
い
。
お
金
と
は
何
か
、
と
い
う
根
源
的
問
い
か

け
か
ら
始
め
、
読
み
や
す
い
文
章
で
各
種
の
ス

ト
ー
リ
ー
や
コ
ラ
ム
を
織
り
交
ぜ
、
多
彩
な
理
論

を
「
楽
し
く
」
展
開
し
て
い
く
。
い
や
む
し
ろ

「
経
済
学
や
金
融
論
を
象
牙
の
塔
か
ら
引
き
ず
り

お
ろ
す
こ
と
」
を
目
指
し
て
い
る
と
い
う
。
そ
れ

は
、
こ
れ
ま
で
の
学
者
・
研
究
者
へ
の
皮
肉
で
も

あ
る
。
欧
州
共
通
通
貨
ユ
ー
ロ
の
設
計

に
携
わ
り
、自
身
ト
ッ
プ
ト
レ
ー
ダ
ー
と

し
て
活
躍
し
、
ベ
ル
ギ
ー
の
大
学
教
授

を
経
て
、
現
在
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大

の
客
員
研
究
員
、
か
つ
ソ
ノ
マ
州
立
大

の
集
団
心
理
学
教
授
と
い
う
多
彩
な
経

歴
を
持
つ
著
者
だ
か
ら
言
え
る
こ
と
で
も
あ
ろ
う
。

　

読
み
終
え
て
、
率
直
な
と
こ
ろ
、「
陰
陽
」
の
提

唱
に
は
や
や
取
っ
て
付
け
た
感
が
否
め
ず
、
食
い

足
り
な
さ
が
残
る
。
そ
の
充
足
は
、
多
分
、
現
代

の
通
貨
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
、
庶
民
の
側
か
ら
の

さ
ら
な
る
異
議
申
立
て
と
変
革
に
向
け
て
の
行
動

に
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
と
思
う
。
安
閑
と
し

て
は
い
ら
れ
な
い
。
金
融
危
機
お
よ
び
世
界
経
済

の
混
乱
と
、
我
々
の
運
命
を
共
に
す
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
の
だ
か
ら
。

（
二
〇
〇
〇
年
九
月
、
三
四
〇
頁
、
二
、三
〇
〇
円
）

（
平
井　

隆
）

―  ９  ―

『
マ
ネ
ー
崩
壊

新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
通
貨
の
誕
生
』　

ベ
ル
ナ
ル
ド
・
リ
エ
タ
ー
著　　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
日
本
経
済
評
論
社
）　

　
　

小
林
一
紀
・
福
元
初
男
訳　　
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加
工
乳
の
生
産
量
の
減
少

　

雪
印
の
一
連
の
中
毒
事
件
は
、
そ
の
後
の
生
乳

販
売
、
特
に
飲
用
乳
向
け
販
売
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い
る
。
北
海
道
で
は
昨
年
八
月
に
生
乳

生
産
量
（
対
前
年
同
月
比
）
が
四
カ
月
ぶ
り
に
増

加
に
転
じ
、
全
国
の
生
乳
生
産
量
も
増
加
を
記

録
し
て
い
る
が
、
七
月
以
降
食
中
毒
の
影
響
に
よ

り
加
工
乳
の
生
産
量
が
大
幅
な
減
少
（
八
月
に

は
対
前
年
同
月
比
二
〇
・
二
％
の
減
少
）を
記
録

し
て
い
る
（
図
）。ま
た
、
消
費
者
の
健
康
志
向
や

メ
ー
カ
ー
の
積
極
的
な
商
品
開
発
等
を
背
景
に

増
加
し
て
き
た
乳
飲
料
も
、
加
工
乳
同
様
に
食

中
毒
の
影
響
を
受
け
て
大
き
く
減
少
し
て
い
る

（
八
月
の
対
前
年
同
月
比
一
一
・
九
％
減
）。

　

た
だ
し
、
牛
乳
の
生
産
量
が
加
工
乳
や
乳
飲

料
の
減
少
を
補
う
形
で
増
加
し
て
い
る
た
め
に
、

飲
用
乳
等
向
け
生
乳
処
理
量
全
体
は
対
前
年
同

月
比
水
準
で
推
移
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、

「
本
物
の
牛
乳
」へ
の
回
帰
と
も
い
え
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
消
費
者
の
加
工
乳
・

乳
飲
料
か
ら
牛
乳
へ
の
シ
フ
ト
は
、
猛
暑
に
よ

る
一
時
的
な
現
象
な
の
か
、
そ
れ
と
も
今
後
と

も
継
続
す
る
恒
常
的
な
変
化
な
の
か
、
判
断
す

る
の
は
難
し
い
。
し
た
が
っ
て
、
秋
か
ら
冬
に

か
け
て
の
牛
乳
の
消
費
動
向
次
第
が
注
目
さ
れ

る
。
一
時
的
な
も
の
で
あ
る
と
し
た
ら
、
牛
乳

消
費
量
の
増
加
は
か
な
り
の
部
分
が
猛
暑
に
よ

る
も
の
な
の
で
、
牛
乳
の
消
費
量
が
前
年
並
に

戻
っ
た
段
階
で
、
加
工
乳
や
乳
飲
料
の
減
少
分

だ
け
乳
飲
用
向
け
生
乳
処
理
量
全
体
に
影
響
が

―  １２  ―

出
て
く
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
生
乳
処
理
量
の
動
向
は

雪
印
の
販
売
動
向
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
。
九
月
の
中
間
決
算
で
は
同
社
の
営
業
損

益
は
二
四
三
億
円
の
赤
字
を
記
録
し
、
牛
乳
・

乳
製
品
の
売
上
は
三
〇
％
も
の
大
幅
な
減
少
と

な
っ
て
い
る
。
今
年
三
月
期
の
見
通
し
で
も
、

赤
字
は
減
る
ど
こ
ろ
か
逆
に
五
三
〇
億
円
ま
で

拡
大
す
る
も
の
と
推
測
さ
れ
て
お
り
、
先
行
き

は
必
ず
し
も
楽
観
視
で
き
な
い
。
明
治
等
の
他

社
が
雪
印
の
販
売
の
減
少
を
埋
め
て
は
い
る
も

の
の
、
同
社
の
販
売
の
落
ち
込
み
が
生
乳
生
産

量
、
酪
農
生
産
に
対
し
て
与
え
る
影
響
は
大
き

い
だ
け
に
、
消
費
者
の
信
頼
回
復
が
急
務
で
あ

る
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
江
）

統計 の眼 
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